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＜病棟連絡事項＞
総務チームより、今年も年末調整の時期となりました。10/21（金）より順次書類を配布いたしますので、 期日　11/11（金）までに必ずご提出をお願い致します。
 尚、詳細につきましてはWIZ添付の【年末調整の書類提出について】をご覧ください。
各種申告書につきましては代筆できませんので記入漏れがないようにお願いたします。

・入院時の身長・体重測定を、状態をみて可能な際は、測定をお願いします。（転出前には測定してください。施設等に情報提供する際必要なデータです。）

＜入室状況＞
【移動】
・小栗　健太郎様～東A13号室　→　東B2号室
・袴田　将志様～東A13号室　→　東A8号室(終日隔離)
・泉山　紀子様～東A8号室　→　東A16号室

【入院】
・田沢　由太郎様～東C4号室
・松村　真衣様～東A10号室

＜患者様連絡事項＞
特記事項なし

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。迷惑行為を自制でき早めに開放観察を終えている。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・袴田　将志様～滅裂思考が続いていたが、不穏興奮強く、スタッフへの粗暴行為あり。主治医診察指示にてレボトミン(25)1A筋注実施するが興奮おさまらず。8号室へ移動となり終日隔離開始となる。

＜要注目患者様＞
・泉山　紀子様～口調や行動落ち着いており、自傷行動しないために決めた対策を行っている。不穏行動なく静穏で経過。

・安達　貴浩様～被害妄想があると話し苛々感訴え、事前に薬を飲むべきだと話し14：30　不穏時ロラゼパム（0.5）1T服薬。自閉的に過ごしている。静穏で経過。

＜田名部Dr診察情報＞
・芦口　道則様～診察時は、スタッフの対応に関する不満や他者の刺激があることを話
されている。薬物調整しながら、Bユニットへの環境調整を目標として
いく。

・安達　貴浩様～18日の破損行為に至ったことについて振り返っている。他者が自分の
ことを否定した幻聴、被害的となったと話している。服薬調整するこ
とに同意している。本日夕食後～ブロナンセリン錠（4）2T2×追加と
なる。

・袴田　将志様～診察室への移動を拒否。Aユニットにて診察を行う。表情硬く、内容不明なことを言われている。多飲水にならないよう注意されると「飲んでませんよ」と強めに返している。臨時薬は同内容継続処方。

・小向　美幸様～三沢市立病院への受診は10月31日に行く予定であることを話されて
いる。排尿困難や下腹部が押されたように疼痛があることを話されて
いる。 
 
・佐京　孝成様～入院前の母親の行動について（学校に欠席の連絡を入れたこと）に怒
りを行動化したことを姉から悪いことだと指摘を受け、自分も悪いと
思ったからメールで母親に謝ったことを話されている。10月22日母
親との面談予定俊今後の方針を確認する。

・小栗　健太郎様～西病棟での破損行為に至った件を振り返っている。0か100の考え、もう退院できないと考えたなど話されている。療養環境についてはBユニットへの移動許可出となっている。

 ・小澤　和子様～臨時薬同内容継続処方。

・大久保　和子様～臨時薬同内容継続処方。

・瀬原　るみ様～アルコール依存症治療プログラムは順調に取り組まれている。身体の
掻痒感は軽減している。夜間の睡眠も2種類で安定しているとの事。
  
＜馬渡Dr診察情報＞
・風穴　禮子様～しばしば不眠あり。臨時薬アゼセミド、デエビゴ7日分処方。
　　　　　　　　Vdsデエビゴは20～21時服薬するように。
　　　　　　　　退院支援→南山苑以外も申し込みするように。

・山本　嗣教様～イレウス症状このまま経過観察。

・泉山　紀子様～臨時薬アリピプラゾール6㎎→12㎎となり7日分処方。

・宮崎　宏之様～臨時薬トラゾドン1→0.5㎎へ増薬となり他同内容で7日分処方。

・佐々木　理佳様～臨時薬バルプロ酸Na1200→800㎎となり他同内容で7日分処方。

・清水目　忠男様～臨時薬同内容で7日分処方。

・下山　孝一様～臨時薬ドネペジル3→5㎎となり7日分処方。

・山田　愛子様～臨時薬グラマリール75→100㎎、メマンチン10→15㎎となり他同内容で7日分処方。

・寺戸　泰子様～臨時薬グラマリール50→75㎎、バルサルタン40㎎追加となり他同内容で7日分処方。

・水梨　孝純様～定期変更なし。

＜皮膚科診察情報＞
・泉山　紀子様～①両関節部　自傷の表皮剥離、膿（+）ソフラチュール2枚折当て+絆
創膏固定。
②左踵　発赤落屑痒み　白癬　テルビナフィンクリーム

・青木　昭弘様～両前腕　発赤紅色丘疹掻痕。デルモゾールDP+包帯

・藤井　孝蔵様～治癒、終診。

・小栗　健太郎様～顎部に発赤・膿庖数々　ナジフロクリーム塗布

・矢羽々　栄三郎様～仙骨部に径1cmの表皮剥離。デュオアクティブET。
臀裂部はテラマイシン+ガーゼ。

・田中　文男様～漸次軽快。同前処置。

・澤口　利香様～診察拒否。

・同前処置～芦口　道則様、安達　貴浩様、小笠原　久年様、若沢　理子様、佐々木　理佳様、中居　敬悦様、城前　実様、水梨　孝純様。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和4年10月20日　　13：10
　氏　　名：田沢　由太郎（たざわ　よしたろう）様
　生年月日：昭和11年3月16日　86歳
　病　　名：混合型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.
　サポート医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

 H23年8月14日傾眠と左同名半盲が出現し八戸市立市民病院にて脳梗塞の診断となった。退院後、大里脳神経外科がかかりつけとなった。その後H30年には水道の出しっぱなし、金銭管理困難、易怒性出現の訴えがあったがMMSEの結果は良く、経過観察となった。その頃から「テレビに写っている人が自分を見つめている」との発言も聞かれるようになる。
　R4.4.28当院初診。薬物療法施行しているが9月中旬頃より昼夜逆転となり、それに加え靴下に火をつけてしまう火の不始末などの行動も見られ、家族も対応困難のため入院加療し、薬剤調整や環境調整目的の為、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

　日　　時：令和4年10月20日　13：47　
　氏　　名：松村　真衣（まつむら　まい）様
　生年月日：平成13年12月12日　20歳
　病　　名：幻覚妄想状態
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　現在、市内の実家にて過ごしている。”人と会うのが怖い””頭が回らない”とのことでR4年8月30日八戸マナクリニックに初診し内服加療を行っていた。本日、母と共に同院受診時には内服できておらず、幻聴に左右された言動や行動が目立ち、通信販売で90万円ほどの購入をしたり夜間に外出し、はだしで帰宅するといった様子もあり。入院加療について家族より希望あり、当院へ紹介となり当院受診。薬物調整による症状改善目的にて、東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

